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１ 答申に当たって 

昨年のスポーツ界は、野球の WBC 優勝に始まり、バスケットボール、ハンドボール、

バレーボールや陸上、アジア大会・パラ大会も含め、これまで日本が得意としてきたス

ポーツだけではなく、様々な競技種目において日本選手の活躍が広がりました。世界最

高峰レベルのプレーをどのスポーツにおいても国民の皆様が楽しむことができるよう

になった一年であったといえます。 

今年はパリ 2024 オリンピック・パラリンピック競技大会が開催され、特定の種目に

限らず、全ての競技において、選手たちは自らの限界に挑戦し続け、その姿勢は多くの

人々に勇気と希望を与えてくれました。 

選手たちの背後には、支えてくださったコーチ、スタッフ、そして家族の皆さんの存

在があり、皆さんのサポートがあってこそ、選手たちは最高のパフォーマンスを発揮す

ることができたのではないかと感じています。 

本市においても、多種多様な競技で国際大会や全国大会に出場し、活躍する選手が増

えつつあり、スポーツに対する関心が高まっています。 

しかしながら、市内のスポーツ施設へ目を向けると、整備から 30 年以上経過し、老

朽化している施設がほとんどで、多くの施設は施設内設備やグラウンドの広さが不十

分であるなどを理由に、トップアスリートやトップリーグの大会等が開催できない状

況となっています。 

2015 年の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」で

も、保健や教育など 17 分野で持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）でスポーツの重要性が

指摘されたように、少子高齢化や核家族化、地域社会の空洞化が進みつつある中、将来

に向けて持続可能な社会を創世していくためには、スポーツを通じて、人々が強い絆で

結ばれた地域社会づくり、未来を担う子どもたちが他者と協働しながら健全に育つ社

会づくり、人々が健康的に長寿を享受できる社会づくりが求められます。 

そのためにも、「する」、「みる」、「支える」などの多様化するスポーツ環境に対応す

るため、スポーツ施設の集約化を行い、効率的な利用促進を図るとともに、市民の皆様

がいつでも、どこでも、だれでも、いつまでもスポーツに親しみ、市内からトップアス

リートを輩出する育成環境の醸成を図るなど、スポーツを身近に感じられる環境づく

りが重要です。 

市民一人一人が主体になり、生涯にわたりスポーツや運動に親しめる環境を整備し

ていくためにも、既存施設の集約化や新規施設整備について推進していただきたいと

思います。 

以上、答申書をもって、諮問への答申といたします。 

 
令和６年 12 月 11 日 
 
 

厚木市スポーツ推進審議会会長  小泉 綾 
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２ スポーツの聖地づくり基本構想に係る答申について 
スポーツ基本法に定める「地方スポーツ推進計画」に位置付けられる厚木市スポーツ

推進計画と整合が取れる計画としてください。 

 

(1) 策定の背景について 

平成 23 年に策定された「スポーツ基本法」や令和３年に策定された「第２次厚木市

スポーツ推進計画」、「東京 2020 オリンピック・パラリンピック」・「パリ 2024 オリン

ピック・パラリンピック」にも触れながら策定の背景を作成してください。 

 

(2) 策定の目的について 

厚木市は様々なスポーツ施設が各地区に点在し、整備から 30 年以上経過して老朽化

している施設がほとんどです。 

また、市内の多くの施設は施設内設備やグラウンドの広さが不十分であるなどを理

由にトップアスリートやトップリーグの大会等が開催できない状況となっています。 

市民の皆様がいつでも、どこでも、だれでも、いつまでもスポーツに親しみ、市内か

らトップアスリートを輩出する育成環境の醸成を図るなど、スポーツの聖地と呼んで

いただけるような施設整備の構想となるように努めてください。 

 

(3) 構想の位置付けについて 

本構想は、厚木市総合計画に掲げる目標を実現するための具体的な取組等を定めた

個別計画の関連構想としてください。 

また、スポーツ基本法に定める「地方スポーツ推進計画」に位置付けられる第２次厚

木市スポーツ推進計画を参酌し、幅広く市民との意見交換を行い、策定してください。 

 
(4) 本市のスポーツを取り巻く現状について 

厚木市のスポーツをとり巻く現状について、人口減少や社会体育関係予算、イベント

の開催状況、市民ニーズなどを踏まえて整理を行ってください。 

 

(5) 現状と課題の整理について 

老朽化している施設の整備やスポーツ需要に対応する施設の整備について、現状と

課題を整理してください。 

 

(6) 立地から見た本市スポーツ施設の可能性について 

厚木市は高速道路のインターチェンジが多く、市外から車でのアクセスはしやすい

一方、駐車場不足や駅からのアクセスが悪いという課題があります。 

そういった課題を踏まえて、本市スポーツ施設の可能性について整理してください。 

 

(7) 「する」、「みる」、「支える」施設整備に向けた取組を整理 

「する」、「みる」、「支える」など多様化するスポーツ環境に対応するため、各スポー 

ツ施設の課題に対し、施設整備の方向性を定めてください。 

 

３ 策定に当たっての審議会委員からの主な意見 
・現存のスポーツ施設への交通アクセスは課題である。 

・基本計画の策定にあたっては、中長期に分けて優先順位を明確に決めて検討してもら

いたい。 

・アンケートの中高大生の意見は非常に大事なので、それがわかるように提示できると

よい。 

２ 


